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書から抽出されるだろうと期待する人もいる。しかしながら，かなり驚くべき
ことであるが，参考文献のリストはたった1つの（！）歴史的な文法書（J. Morris-
Jones（Oxford,1913）による“A Welsh grammar, historical and comparative”）と
2つの語源的な辞書（F. Gamillscheg（Heidelberg 1928）による“Etymologisches
Wörterbuch der französischen Sprache（フランス語の語源辞典）”とM. L. Wagner






違った言及を見つけるだろう。それは，《ロシア語の ‘drug（comrade/friend : 男





で説明されていない。ロシア語（そして古代教会スラブ語 : ‘droug  drouga
（other : 主格.単数.男性 other : 対格.単数.男性）’1）の相互代名詞が幾つかの他
の（古代）インド＝ヨーロッパ諸語の同様の語源的に関連する単語の繰り返し
の表現に並行するのは，まさにインド＝ヨーロッパ諸語の比較歴史文法の一般





























































































































注目されてきたし，今も注目されている。）読者は真っ先に V. P. Nedjalkov










5）私はその質問票の最初のものについて所見と意見をくれた V. P. Nedjalkovに謝意を表す
る。





























































♦ スラブ語 : 再帰代名詞の発展（→接語→拘束形態素）


















ゲルマン祖語 ‘*sik’→古代ノルウェー語 ‘-sk’（→スウェーデン語 ‘-s’）
♦ 初期ベーダ語→中期ベーダ語→後期（後期ベーダ語）サンスクリット語：

































‘ojna-（to play）’ : ‘ojna-t-（make play）’→ ‘amuse（a child）’





















♦ 相互の標示は再帰の形態素に立ち戻る（Nedjalkov（2007）, Heine, Kuteva
（2002:254）を見よ。ロシア語の ‘-sja’を参照せよ）。
♦ ベーダ語の相互の標示 ‘ví’（‘dvis（hate）’ - ‘vi-dvis-áte（（they）hate each other）’
を参照せよ）と古典ギリシア語の接頭辞 ‘δ ι α-’（‘δ ι ά- λ ο γ ο ς（dialogue,
conversation）’，‘δ ι ά- ε ι π ε ί ν（talk to each other）’，‘δ ι ά- κ υ ν έ ω（kiss
each other）’←印欧祖語 ‘*dvis（in two）【合成語の ‘*dvi-’】’）を参照せよ）
は数詞 ‘two’から派生する（Lubotsky（1994:202以降）, Kulikov（2002）
を見よ）。






♦ ア ラ ビ ア 語（‘darasa（learn）-darrasa（teach）【使 役】’，‘qatala（kill）-qattala
（massacre）【反復】’を参照せよ），ボウマー・フィジー語（‘mate（die）-va’a.


















































♦ ラテン語からロマンス語／フランス語まで ‘se :’の中動機能の発展（Kemmer







えば，許容使役からの出現 : ‘the boy let the dog bite.’→ ‘the boy let himself
be bitten by the dog.’→ ‘the boy was bitten by the dog.’（Nedjalkov I（1991）
を見よ。））
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語 ‘rinnan（run【自】）’［＜印欧祖語 ‘*renna-（run）’］～古典英語 ‘æ´rnan（run
【自】, arrange running【他】）’，古典高地ドイツ語 ‘rennen（run together, run
around【自】, coagulate【他】）’［＜印欧祖語 ‘*rannija-（make run）’］，それは






































れる。例えば，‘ā-pyāyyámāna-（being made swell）【‘pyā（swell）’ VS＋】’, ‘pra




（make put）’ - ‘ni-dhāpyamāna- VaitS’，使役 ‘pāyáyati（make drink）’ - ‘-















トルコ語 ‘kon-（settle）【元々使役の意味】’ - ‘kon-dur-,kon-dur-t-（make settle）
【使役＋使役】’
アゼルバイジャン語 ‘i -（drink）’ - ‘（i -ir-）／i -ir-t（give to drink）’








‘bil-in-il-gen-di（［the truth］ was discovered ［as a result of somebody’s
































































































S : NOM. PL RM1: NOM. SG. M-RM2: ACC. SG. M
‘anyonya-’は単独の語彙単位として固定化しているし，先行詞の名詞と一
致しない。それは複合語の最初の構成員としてまた現れる（‘anyonya-sakta-
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他動の使役は中期ベーダ語（ブラーフマナ）において最初に出現する：
例えば ‘kr（make）’ - ‘kāráyati（cause to make）’, ‘vac（speak）’ - ‘vācáuati（make














れている論文である（Song, Kwon（forthcoming）Causative derivation in Old
Korean and Early Middle Korean : Korean voices embodied in Chinesemedium
texts, In S. Kittilä and Kulikov, L.（eds）（forthcoming）Diachronic typology of voice
















最新のものを紹介しているのが Leonid Kulikov先生である（2013年出版の The
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